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市民の負託に応えて…。
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平成３１年第１回定例会
　平成３１年第１回定例会は、２月12日（火）から３月12日（火）までの29日間の会期で開かれ、新年度予算を含む３７件の
議案が審議されました。今定例会は、今議員任期４年（平成２７年５月～平成３１年４月）における最後の定例会となりまし
た。（２月２７日（水）の本会議終了後の議場にて、議長席から全議員を撮影）
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   　議会改革への取り組み ～4年間の歩み～

岡谷市議会が取り組んだ議会改革
１．議会基本条例の策定
　　⑴議会基本条例策定委員会（任意の委員会）の設置（平成２７年６月２６日～平成２９年３月）
　　　前任期からの取り組みを受け、議会基本条例策定及び議会改革に向けた調査、研究、検討を行うため設置。
　　　（２０回開催）
　　　・理念及び条例化したい項目を抽出するため議員へのアンケート調査を実施
　　　・策定委員会の中に、市民部会、執行部部会、議会体制部会を設置して協議・検討
　　　・議会基本条例の策定にあたり、市議会に関する市民アンケートの実施（平成２８年４月）

（５１０名から回答）

　　⑵岡谷市議会基本条例の施行（平成２９年４月１日）
　　　全２７条で構成される議会基本条例が３月１４日の本会議で全会一致により可決。

２．市議会だよりの発行
　　⑴議会広報委員会の設置（現 議会広報広聴委員会）
　　　（平成２７年６月２６日）議会報の編集・発行、議会報告

会の開催ほか、議会の広報に関することを実施。
　　⑵「おかや市議会だより」平成２７年１１月２５日創刊
　　　（年４回、８ページ）　岡谷市議会の議会活動を広く市民

に周知し、議会に対する市民の理解と認識を深め、開か
れた議会の充実を図るため発行。

３．議会報告会の開催
　　第３回　平成２８年５月２０日　岡谷市役所９階大会議室、７階委員会室（４９名参加）
　　第４回　平成２９年１１月６日　テクノプラザおかや（１１名参加）
　　第５回　平成３０年５月８日　　諏訪湖ハイツ３階コンベンションホール（３６名参加）
　　第６回　平成３０年５月１７日　岡谷市役所９階大会議室（１８名参加）

特集

議会基本条例策定委員会の様子

平成28年5月20日 平成29年11月6日
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４．請願又は陳情提出者からの意見陳述機会の確保
　議会基本条例の規定により、請願又は陳情の提出者からの意見陳述の申し出があった場合において、特別の
事情がない限り意見を聴く機会を設ける。

５．議会改革検討委員会の設置
　　（平成２９年５月１７日）

　議会基本条例の目的達成状況の検証、改革事項の抽出及び
優先順位の決定、改革の方向性及びその具体的方法等、そ
の他議会改革に関することを全議員で検討。

（平成２９年度１０回、平成３０年度６回開催）

６．政務活動費内訳書の議会ホームページ公開
　より一層の議会の透明性の確保を図るために、各会派か
ら提出された政務活動費の領収書を一覧にまとめた「政務活
動費内訳書」を「収支報告書」とあわせて公表。

７．一般質問の通告書の記載方法の見直し
　通告書の１回目の質問要旨を明確にするため、通告の項目
とともに、質問要旨の「概略」を具体的に記載。

８．タブレット検討部会の設置
　岡谷市議会におけるタブレット使用のための調査、研究及び
検討をするため、議会改革検討委員会の専門部会として設置。

９．会派活動報告書のホームページへの掲載
　会派の紹介と活動内容を平成２９年度分から掲載。

10．政策討論会議の開催
　政策提言に向け、第１回政策討論会議を開催。
　（平成30年1月25日→詳しくは8ページに掲載）

議会改革検討委員会の様子

12月17日タブレットデモンストレーション

平成30年5月17日平成30年5月8日

天竜河畔
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平成31年度新年度予算等議案審査の主な経過

本
議
案
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

【
委
員
長
】
中
島
保
明

【
副
委
員
長
】
今
井
康
善

【
委
　
　
員
】
武
井
富
美
男
　
早
出
一
真
　

　
　
　
　
　
　
今
井
秀
実
　
大
塚
秀
樹

  

◆
議
案
第
23
号

平
成
31
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算

中
担
当
部
分

「
行
政
事
務
交
付
金
」

問 

各
区
の
財
政
状
況
に
応
じ
た
支
給
方

法
に
つ
い
て

答 

平
成
23
年
度
交
付
分
か
ら
積
算

方
法
を
、
均
等
割
、
人
口
割
、
世
帯

数
割
を
基
本
と
し
て
交
付
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
度
以
降
の
算
出
方
法
に
つ

い
て
は
、
区
に
よ
り
区
費
や
公
会
所
使

用
料
、
実
施
し
て
い
る
事
業
等
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
に
応
じ
て
交

付
額
を
算
定
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し

い
が
、
区
長
会
と
十
分
協
議
し
決
定
し

て
ま
い
り
た
い
。

「
高
校
生
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」

問 

事
業
の
内
容
に
つ
い
て

答 

岡
谷
市
の
高
校
生
が
福
井
県
鯖
江

市
の
取
り
組
み
を
視
察
し
て
意
見
交
換

を
行
う
ほ
か
、
鯖
江
市
の
女
子
高
校
生

が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
を

検
討
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
高
校
生
が
岡
谷
市
に
愛
着
を
も
ち
、

就
職
や
進
学
で
一
旦
こ
の
ま
ち
を
出
て

も
、
い
ず
れ
戻
っ
て
く
る
と
い
う
と
こ

ろ
に
繋
げ
て
い
か
れ
れ
ば
と
期
待
し
て

い
る
。

「
消
防
団
防
火
衣
整
備
事
業
」

問 

各
分
団
員
に
対
す
る
防
火
衣
や
活
動

服
の
充
足
状
況
に
つ
い
て

答 

最
新
の
防
火
衣
を
全
分
団
に
配
備
す

る
も
の
で
あ
り
、
乗
車
す
る
消
防
車
両

定
数
と
同
数
の
６
着
を
各
分
団
へ
一
斉

配
備
す
る
。
活
動
服
は
、
２
着
目
が
ほ

し
い
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
６

年
に
１
度
更
新
と
し
て
い
た
も
の
を
、

平
準
化
し
て
毎
年
各
分
団
に
５
着
か
ら

８
着
配
備
で
き
る
よ
う
予
算
計
上
し
て

ま
い
り
た
い
。

「
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
」

問 

事
業
の
拡
充
内
容
と
背
景
に
つ
い
て

答 

幼
稚
園
や
保
育
園
の
年
中
の
頃
か
ら

の
就
学
教
育
相
談
の
件
数
が
増
え
て
き

て
お
り
、
早
期
に
相
談
で
き
る
体
制
づ

く
り
の
た
め
に
、
統
括
教
育
支
援
主
事
・

子
ど
も
教
育
支
援
相
談
員
と
し
て
１
名

増
員
す
る
。
発
達
障
が
い
関
係
の
相
談

が
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
発
達
障
が

い
が
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

「
就
学
援
助
拡
充
事
業
」

問 

学
用
品
費
等
と
学
校
給
食
費
の
支
給

額
は
い
く
ら
増
額
に
な
る
か
。

答 

小
学
校
費
の
学
用
品
費
は
、
１
年
生

が
１
０
０
円
、
２
年
生
か
ら
６
年
生
が

１
２
０
円
、
新
入
学
の
学
用
品
費
等
は

１
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
る
。
給
食

費
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
保
護
者
負
担

の
８
割
を
支
援
し
て
い
る
が
、
９
割
の

　

平
成
31
年
２
月
12
日(

火)

か
ら
３
月
12
日(

火)

ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

議
案
37
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、平
成
31
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
予
算
案
（
11
議
案
）
は
、３

常
任
委
員
会（
総
務
・
社
会
・
産
業
建
設
）に
付
託
さ
れ
、３
月
４
日
・
５
日
に
審
査
を
行
い
、

３
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
、各
委
員
会
の
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
各
委
員
会
の
委
員
長
報
告
の
内
容
は
岡
谷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

新
年
度
予
算
等
に
つ
い
て
、３
常
任
委
員
会
等
で
の
主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
31
年 

第
１
回
定
例
会

  

◆
議
案
第
80
号

第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に

つ
い
て
（
基
本
構
想
特
別
委
員
会
に
審

査
付
託
さ
れ
継
続
審
査
さ
れ
た
議
案
）

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
自
治
体
の
本
来
の
役
割
は
住
民
福
祉

の
機
関
で
あ
る
。
こ
の
基
本
構
想
全
体

に
流
れ
る
も
の
は
、
自
助
・
互
助
・
共

助
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
公
助
の
充
実

が
曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と

言
え
る
た
め
、
本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
市
民
一
人
ひ
と
り
に
至
る
ま
で
、
非

常
に
広
範
囲
な
分
野
に
わ
た
り
記
述
さ

れ
て
お
り
、
適
正
な
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
将
来
展
望
人
口
で
は
、
中

高
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
、
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
流
れ
の

あ
る
よ
い
基
本
構
想
と
な
っ
て
お
り
、

平成30年度高校生まちづくり会議の様子
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社
会
委
員
会

【
委
員
長
】
藤
森
博
文

【
副
委
員
長
】
遠
藤
真
弓

【
委
　
　
員
】
笠
原
征
三
郎
　
小
松
壮

　
　
　
　
　
　
浜
幸
平

  

◆
議
案
第
23
号

平
成
31
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算

中
担
当
部
分

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
」

問 

年
々
利
用
者
が
減
少
傾
向
で
あ
る

が
、
台
数
の
減
や
予
約
が
取
れ
な
い
こ

と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答 
予
約
が
混
み
合
う
時
間
帯
の
配
車
台

数
の
見
直
し
な
ど
、
運
行
業
者
と
も
常

に
情
報
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で

改
善
を
図
り
、
引
き
続
き
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

問 

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
導
入
の
経
緯
に

つ
い
て

答 

ポ
イ
ン
ト
制
度
を
設
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

が
、
健
康
増
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
導
入
し
た
も
の
で
、
具
体
的

な
ポ
イ
ン
ト
数
は
、
国
民
健
康
保
険
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
特
定
健

診
等
の
受
診
者
に
対
し
て
１
人
２
０
０
ポ

イ
ン
ト
、
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
者
等
に

50
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
。

「
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

助
成
事
業
に
つ
い
て
」

問 

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
助
成
事
業
の
内

容
に
つ
い
て

答 

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
助
成
金
は
、
ド

ナ
ー
と
ド
ナ
ー
が
勤
務
す
る
事
業
所
に
対

し
て
助
成
金
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
入

院
日
数
等
に
応
じ
て
、
ド
ナ
ー
は
１
日

２
万
円
（
上
限
10
日
間
）、
事
業
所
は
１
日

１
万
円（
上
限
10
日
間
）の
助
成
を
行
な
う
。

　

な
お
、
岡
谷
市
民
の
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の

登
録
者
数
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在

の
岡
谷
市
民
の
登
録
者
数
は
89
名
で
、
長

野
県
の
対
象
人
口
千
人
当
た
り
の
登
録
者

数
は
、
全
国
で
最
も
低
い
状
況
で
あ
る
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
当
初
か
ら
反
対
を
し
て
き
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
係
わ
る
予
算
が
本
予
算

中
に
も
見
ら
れ
、
ま
た
、
国
保
会
計
へ

の
法
定
外
繰
り
出
し
も
全
く
な
い
こ
と

は
大
変
問
題
で
、
所
得
の
低
い
国
保
加

入
者
の
生
活
実
態
を
全
く
無
視
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
台
数
の
増
加
、
利
用
年
齢
の
引

き
下
げ
に
対
し
て
も
何
ら
答
え
ら
れ
て

い
な
い
点
も
残
念
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
膨
ら
み
続
け
る
扶
助
費
な
ど
の
課
題
を

抱
え
る
中
、
人
口
や
財
政
規
模
と
調
和
し

た
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
柔

軟
に
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ

ら
れ
る
予
算
で
あ
る
。
新
た
な
時
代
を
拓

く
未
来
投
資
型
予
算
の
執
行
に
全
力
で
邁

進
さ
れ
ま
す
よ
う
要
望
し
、
本
予
算
に
賛

成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

◆
議
案
第
33
号

平
成
31
年
度 

岡
谷
市
病
院
事
業
会
計 

予
算

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
設
置
」

問 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

設
置
の
目
的
等
に
つ
い
て

答 

入
院
の
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
退

院
後
の
患
者
さ
ん
を
含
め
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
地
域
医
療
の
提

供
を
目
的
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

新
年
度
は
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
注
力
し
、
今
後
地
域
へ
の
情
報
発
信

な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

支
援
を
考
え
て
い
る
。

○
討
論

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
正
規
職
員
か
ら
非
正
規
職
員
へ
の
置

き
換
え
や
非
正
規
職
員
の
待
遇
が
改
善

さ
れ
ず
、
問
題
だ
ら
け
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
個

別
施
設
計
画
の
策
定
が
、
安
易
な
統
合

に
な
ら
な
い
か
心
配
。
ま
た
、
消
費
税

増
税
に
よ
る
各
種
使
用
料
等
の
引
き
上

げ
分
を
市
民
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る

こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
と
し
て
、
意
気
込
み
が
顕
著
に

感
じ
ら
れ
る
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
る
。

消
費
税
増
税
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
財
政
状
況
が
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
施
策
の
選
択

と
集
中
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
い
か
れ
る
こ
と
を
要
望

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

天竜橋
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平
成
31
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
予
算

中
担
当
部
分

「
女
性
雇
用
促
進
就
業

環
境
整
備
支
援
事
業
」

問 

市
内
企
業
で
必
要
性
や
需
要
は
？

答 

昨
年
に
岡
谷
労
務
対
策
協
議
会
の
会

員
企
業
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
と
こ
ろ
、

43
社
中
33
社
か
ら
今
後
も
女
性
を
積
極

的
に
採
用
し
て
行
き
た
い
と
回
答
が
あ

り
、
今
後
女
性
の
人
材
確
保
や
定
着
に

向
け
て
職
場
環
境
の
整
備
を
、
近
々
ま

た
は
２
～
３
年
以
内
に
実
施
し
た
い
企

業
が
７
社
あ
っ
た
。

「
松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
」

問 
松
く
い
虫
防
除
対
策
補
助
金
に
つ
い

て
、
状
況
と
委
託
先
に
つ
い
て
は
？

答 

今
の
と
こ
ろ
松
く
い
虫
被
害
は
昨
年

の
１
件
以
降
は
出
て
い
な
い
が
、
来
年

度
以
降
増
え
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
た

め
予
算
計
上
し
た
。
委
託
先
に
つ
い
て

は
、
被
害
木
が
出
た
と
こ
ろ
で
業
者
を

決
め
て
い
く
。
補
助
内
容
は
、
薬
剤
散

布
剤
10
本
、
樹
幹
注
入
の
薬
剤
75
本
分

程
度
を
そ
れ
ぞ
れ
材
料
費
２
分
の
１
ま

で
補
助
す
る
。

「
事
業
承
継
支
援
事
業
」

問 

廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
企
業
の
状

況
と
、
解
消
へ
の
取
り
組
み
は
？

答 

新
工
業
活
性
化
計
画
策
定
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
３
７
２
社
の
う

ち
半
数
が
60
歳
以
上
の
経
営
者
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
４
割
弱
は
後
継
者
が
決
ま
っ

て
い
る
と
し
た
一
方
、
後
継
者
を
必
要

と
考
え
な
が
ら
も
決
ま
っ
て
い
な
い
企

業
も
あ
る
。
ま
た
、
後
継
者
不
要
と
し

た
経
営
者
の
う
ち
９
割
が
自
分
の
代
で

の
廃
業
を
検
討
し
て
い
る
。
新
年
度
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
事
業
承
継
補
助

金
の
新
設
で
あ
り
、
事
業
承
継
に
取
り

組
ま
れ
、
後
継
者
が
不
在
の
企
業
に
対

し
て
、
後
継
者
を
探
す
こ
と
の
初
期
費

用
の
一
部
に
補
助
金
を
支
出
す
る
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
」

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
ど
の
よ
う
な

方
な
の
か
？

答 

２
名
を
岡
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
核
と
な
る

シ
ル
ク
商
品
の
開
発
等
を
進
め
る
た
め
採

用
し
、
一
人
は
大
学
の
実
践
農
場
で
10
年

以
上
の
養
蚕
技
術
経
験
を
は
じ
め
機
織

り
、
染
物
な
ど
学
ば
れ
た
方
で
、
主
に
原

料
と
な
る
繭
の
養
蚕
に
尽
力
し
て
も
ら

う
。
も
う
一
人
は
、
国
内
及
び
海
外
の
大

手
映
画
配
給
会
社
等
に
て
映
画
の
宣
伝
戦

略
を
経
験
さ
れ
て
き
た
方
で
、
主
に
商
品

開
発
、
シ
ル
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
イ
ベ
ン

ト
Ｐ
Ｒ
を
手
が
け
て
も
ら
う
。

「
道
水
路
等
維
持
補
修
事
業
」

問 

前
年
度
比
1
.
6
倍
の
予
算
計
上
が

さ
れ
て
い
る
が
各
区
か
ら
の
土
木
要
望

へ
の
対
応
の
状
況
は
？

答 

平
成
31
年
度
の
各
区
土
木
要
望
に

つ
い
て
は
、
全
体
で
１
５
７
件
の
要
望

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
長

野
県
及
び
土
木
課
以
外
の
も
の
に
つ
い

て
は
46
件
で
、
土
木
課
に
対
し
て
の
も

の
が
１
１
１
件
で
あ
っ
た
。
内
訳
と
し

て
は
、
維
持
分
が
50
件
、
新
設
改
良
分

が
58
件
、
そ
の
他
が
３
件
と
な
っ
て
い

る
。
箇
所
付
け
は
、
維
持
分
が
16
箇
所
、

新
設
改
良
分
が
24
箇
所
で
、
合
計
40
箇

所
。
割
合
は
、
36
％
で
あ
り
、
昨
年
度

の
38
％
よ
り
落
ち
る
が
、
箇
所
数
で
は

増
え
て
い
る
。

「
民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト

飛
散
防
止
対
策
事
業
」

問 

対
象
と
な
る
民
間
建
築
物
の
特
定
が

で
き
て
い
る
の
か
？

答 

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
対
象
件
数
と
し

て
は
、
昭
和
31
年
か
ら
平
成
元
年
に
建

築
さ
れ
た
も
の
で
、
一
定
の
建
築
物
で

３
０
０
㎡
以
上
の
建
築
物
が
対
象
と
な

り
、
市
内
で
は
２
０
０
件
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
中
で
、
鉄
骨
造
り
で
ア

ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
た
も
の
が
対
象
と

な
っ
て
く
る
が
、
市
内
で
ど
れ
が
該
当

す
る
の
か
は
、
諏
訪
建
設
事
務
所
に
お

い
て
、
ま
だ
絞
り
込
め
て
い
な
い
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
た
に
設
置
す
る
研
修
セ
ン
タ
ー
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て

は
期
待
を
し
て
い
る
が
、
消
費
税
率
が
改

定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
院
に
約
２
，

２
０
０
万
円
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
。
消
費
税
率
改
定
は
、
市

民
の
命
や
健
康
を
守
っ
て
い
く
砦
と
し
て

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
本
予
算
に
は

反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
全
国
的
に
医
師
不
足
が
続
く
中
で
あ

る
が
、
医
師
確
保
だ
け
で
な
く
育
成
に

力
を
注
ぐ
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

動
き
出
し
て
い
る
ほ
か
、
魅
力
的
な
事

業
内
容
が
十
分
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地
域
密

着
に
つ
な
が
り
、
よ
り
地
域
と
の
信
頼

関
係
が
築
か
れ
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

日
本
一
の
病
院
を
目
指
し
、
地
域
の
た

め
に
貢
献
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
、
本

予
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

【
委
員
長
】
渡
辺
雅
浩

【
副
委
員
長
】
今
井
義
信

【
委
　
　
員
】
笠
原
順
子
　
八
木
敏
郎
　

　
　
　
　
　
　
渡
辺
太
郎

  

◆
議
案
第
23
号

松のくん蒸処理のデモ
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各議員の議案賛否一覧表
《賛否が分かれた議案等》

議案
番号 件　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

武
井
富
美
男

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

今
井
　
康
善

小
松
　
　
壮

大
塚
　
秀
樹

八
木
　
敏
郎

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

議案第80号 第5次岡谷市総合計画基本構想について 基本構想特別 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第13号 岡谷市文化会館条例等の一部を改正する条例 ３常任 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第15号 岡谷市手数料条例の一部を改正する条例 産業建設 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第18号 岡谷市廃棄物処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 社会 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第19号 岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 社会 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第22号 岡谷市病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例 社会 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第23号 平成31年度岡谷市一般会計予算 ３常任 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第24号 平成31年度岡谷市国民健康保険事業特別会計予算 社会 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第27号 平成31年度岡谷市霊園事業特別会計予算 社会 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第28号 平成31年度岡谷市温泉事業特別会計予算 産業建設 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第29号 平成31年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計予算 社会 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第31号 平成31年度岡谷市水道事業会計予算 産業建設 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第32号 平成31年度岡谷市下水道事業会計予算 産業建設 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第33号 平成31年度岡谷市病院事業会計予算 社会 原案可決 議長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対

《全会一致により可決等された議案等》
議案番号 件　　　名 議案番号 件　　　名
議案第1号 岡谷市教育委員会委員の選任について 議案第14号 岡谷市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議案第2号 岡谷市湊財産区管理委員の選任について 議案第16号 岡谷市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

議案第3号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 議案第17号 岡谷市保育所条例の一部を改正する条例

議案第4号 工事請負契約について 議案第20号 岡谷市布設工事監督者の配置基準等に関する条例の一部を改正する
条例

議案第5号 財産の処分について 議案第21号 岡谷市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

議案第6号 市道路線の変更について 議案第25号 平成31年度岡谷市地域開発事業特別会計予算

議案第7号 市道路線の認定について 議案第26号 平成31年度岡谷市分収造林事業特別会計予算

議案第8号 平成30年度岡谷市一般会計補正予算（第11号） 議案第30号 平成31年度岡谷市湊財産区一般会計予算

議案第9号 平成30年度岡谷市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 議案第34号 岡谷市教育長の選任について

議案第10号 平成30年度岡谷市水道事業会計補正予算（第1号） 議案第35号 平成30年度岡谷市一般会計補正予算（第12号）

議案第11号 平成30年度岡谷市病院事業会計補正予算（第2号） 議案第36号 平成30年度岡谷市下水道事業会計補正予算（第2号）

議案第12号 岡谷市組織条例の一部を改正する条例

《陳情の審査結果》
陳情番号 件　　名 常任委員会審査結果

陳情第114号
全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定
の見直しを国に求める意見書を提出する事を求める陳情

不採択 （総務委員会)

陳情第115号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 趣旨採択 （産業建設委員会）
陳情第116号 「消費税増税中止を求める意見書」の採択を求める陳情書 不採択 （総務委員会 )
陳情第117号 「核兵器禁止条約への日本政府の署名・調印と批准を求める意見書」の採択を求める陳情書 不採択 （総務委員会 )
陳情第118号 「米軍基地負担に関する意見書」の採択を求める陳情書 不採択 （総務委員会 )

陳情第119号
奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境贈与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すこ
とを求める陳情書

趣旨採択 ( 産業建設委員会 )

平成30年度　行政視察受け入れ状況
岡谷市の様々な取り組みが注目され、全国の議会から行政視察を受け入れています。
■越前市議会（福井県）……イルフプラザについて
■摂津市議会（大阪府）……テクノプラザおかやと産学官連携について
■松本市議会（長野県）……岡谷市民病院について
■福知山市議会（京都府）…防災行政の取り組みについて
■砺波市議会（富山県）……岡谷市工業活性化計画について
　　　　　　　　　　　　　人口減少対策としての婚活支援施策について

■飛騨市議会（岐阜県）……蚕糸博物館の運営について
■高野町議会（和歌山県）…議会基本条例と議会改革について　
■旭市議会（千葉県）………議会災害対策支援連絡会議について
■与謝野町議会（京都府）…シルク産業について
	 	 	

小口太郎像



市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると処罰
されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。市民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

＜寄附行為に該当する事例＞
・お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。
・個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。
・未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止

・政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は「受け取らない」
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市議会フォトレポート

〈1/25 第 1 回政策討論会議〉
岡谷市議会基本条例第 15 条に基づき
政策討論会議を開催しました。
「文化施設等への利用促進について」
を議題に、岡谷美術考古館、イルフ童
画館、岡谷蚕糸博物館、市立岡谷図書
館について、議員同士で自由闊達な意
見交換を行いました。

〈1/15 タブレット検討部会行政視察〉今後
のタブレット検討の参考と次期に向けた
引継ぎのために、先進的にタブレット端
末を導入している埼玉県富士見市議会と
飯能市議会の行政視察を行いました。

〈2/7 全国広域連携市議会協議会第
50 回総会〉東京都の都市センター
ホテルに全国の市議長が一堂に会
して開催され、役員改選において、
岡谷市議会議長が令和元、２年度
の副会長に選任されました。また、
講演では、㈱野村総合研究所顧問
の増田寛也氏から、人口減少時代
における広域連携のあり方につい
て、岡谷市の取り組み例を挙げて
説明がありました。

　
退
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　

岡
谷
市
議
会
議
長
　
武
井
富
美
男　

　

こ
の
度
、
今
議
員
任
期
を
終
了
す
る
に
あ
た

り
、
全
議
員
を
代
表
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
平
成
27
年
５
月
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
熱
き
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
18
名
の

議
員
で
今
任
期
の
岡
谷
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、

早
い
も
の
で
、
4
年
の
任
期
が
満
了
し
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
の
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
任
期
中
、
岡
谷
市
議
会
は
、

全
国
的
に
議
会
改
革
の
機
運
が
高
ま
る
中
、「
議

会
報
告
会
の
開
催
」「
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行
」

「
市
民
の
皆
様
と
の
懇
談
会
」
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
集
大
成
と

し
て
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議

員
の
責
務
や
活
動
原
則
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た

「
岡
谷
市
議
会
基
本
条
例
」
を
平
成
29
年
３
月
に

制
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
条
例
の
更
な

る
進
化
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
全
国
的

に
市
町
村
議
会
の
議
員
の
な
り
手
不
足
が
叫
ば

れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
市
長
と
議
会
と
の
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
の
重
要
性
に
つ
い
て
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
御
礼

と
今
後
の
議
会
活
動
等
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
今
任
期
終
了
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

美
し
い
花
や
若
葉
が
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
15
号
は
、
平
成
27
年
に
創
刊
号

を
発
行
し
て
以
来
、
現
広
報
広
聴
委

員
に
よ
る
最
後
の
市
議
会
だ
よ
り
で

す
。
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
「
議
会
基
本
条
例
の
制
定
」

や
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
検
討
部
会
活
動
」

な
ど
議
会
改
革
等
に
つ
い
て
４
年
間

の
歩
み
を
特
集
し
ま
し
た
。
次
号
か

ら
は
倍
増
の
16
ペ
ー
ジ
に
な
り
更
に

充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
す
。

　

新
元
号
「
令
和
」
の
船
出
と
と
も

に
、
５
月
か
ら
は
新
た
な
市
議
会
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
頂
く
た
め
に
、
議
会

活
動
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
易
く

伝
え
、
一
人

で
も
多
く
の

市
民
の
皆
様

に
手
に
と
っ

て
読
ん
で
頂

け
る
よ
う
更

に
研
鑽
・
努

力
を
し
て
参

り
ま
す
。

（
渡
辺 

太
郎
）
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渡
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浩
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文

	

　
　
　

遠
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真
弓

	

　
　
　

今
井　

康
善

	

　
　
　

大
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秀
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